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観光資源としての航空博物館
－豪州の事例から－


























関 わ る 観 光 の 現 状 を 意 識 し つ つ、Qantas Heritage Collection な ら び に、Historical Aircraft 
Restoration Society（HARS）にて所蔵・展示されている航空に関わる遺産を手掛かりに、その内
容の報告特徴と観光資源としての価値について考察することを目的とする。

















北 海 道 滝川市航空動態博物館
青 森 県 青森県立三沢航空科学館
埼 玉 県 所沢航空発祥記念館
千 葉 県 航空科学博物館
東 京 都 物流博物館
東 京 都 消防防災資料センター　消防博物館
東 京 都 東京都立産業技術高等専門学校　荒川キャンパス　科学技術展示館




山 梨 県 河口湖自動車博物館 飛行舘
石 川 県 石川県立航空プラザ
愛 知 県 あいち航空ミュージアム（県営名古屋空港内）
愛 知 県 Flight Park（セントレア　Flight of Dreams 内）
岐 阜 県 かかみがはら航空宇宙科学博物館
静 岡 県 航空自衛隊　浜松広報館「エアーパーク」
兵 庫 県 カワサキワールド（神戸海洋博物館内）
広 島 県 海上保安資料館（海上保安大学校内）
広 島 県 呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム）







年に地元芝山町の要望の一つである、との理由が示されており、昭和 59 年 6 月に博物館の建設・
運営の事業主体となる（財）航空科学振興財団が設立され、新東京国際空港公団 6 の協力を得て、











ーで実施し、ここから専用バスで移動し、90 分間の MRJ ミュージアムでの見学の後に戻ってくる。
運営母体は異なるものの、これらの博物館の連携は、質の高いコンテンツ提供を実現させている。

























1930 年代で約 6 週間を要する極めて遠い場所であった 9。こうした背景もあり航空は単に交通手段
としての役割のみならず、同国の歴史を語る上で重要な役割を果たすこととなる。





を途中 31 ヵ所を経由しながら 12 日間をかけて輸送せざるを得なかった。路線開始時はカンタス航
空一社で全路線を運航することが困難であったことから、同社は豪州・シンガポール区間の運航を
担当し、シンガポール以遠区間は英国・インペリアル航空 11 が担当する運航便に接続を行い、全
区間の運送を実現させていた。カンタスが使用した機材 DH-86 は座席数が 10 席で、シンガポール
までは途中 10 か所を経由し 3 日間を要した。以来、現在に至るまで航空機の性能は向上を続け、
プロペラを駆動させるレシプロエンジン・ターボプロップエンジンから、外部から空気を取り込み
後方へ噴流によって推力を発生させるジェットエンジンを装備したジェット旅客機の登場でその速
度は大幅に増大した。DH-86 型機の速度は時速 230km に過ぎなかったものの、現在同区間に使用
するエアバス A330-300 では時速 880km と 3 倍を超える速度を実現させ、かつ無着陸で飛行できる






の実例として、カンタス航空がシドニー空港で展開している Qantas Heritage Collection と、ニュ
ーサウスウエルズ州ウーロンゴン郊外のイラワラ・リージョナル空港に位置する Historical 

























観光学研究　第 18 号　2019 年 3 月132
現地で得られた所感は以下の通りとなる。
第一にはアクセスの良さを指摘したい。同施設は市内中心部より 6km の場所にあるシドニー空













3.2　Historical Aircraft Restoration Society（HARS）博物館
次に Historical Aircraft Restoration Society（HARS）航空博物館を紹介する。同博物館を運営










いる。同博物館の入場料は見学内容により 20～195 豪ドルと幅を持たせている。20 豪ドルの基本
コース見学ツアーでは、後述するボーイング 747-400 型機の外回り、客室ならびに乗務員休息施設
（いわゆるクルーバンク）を中心に見学することができる。さらに戦中・戦後期に世界中で使用さ
れた民間機 DC-3 や戦闘機として名高い F111 といった機体を見るだけでなく操縦席への着席も可
能である。これらはベトナム戦争などで実際の戦闘に使用された知名度のある機材でもあることか
ら大変人気が高い。















機である（図 5 参照）。本機材は 1989 年に同航
空が導入した初号機で、民間機の運航としてロ






たって活躍した。同機は 2015 年 1 月に商業運
航を終了した後、HARS へ寄贈するため同年 3
月 8 日にイラワラ・リージョナル空港に飛行し引き渡しをおこなった。ちなみに本空港の滑走路は






















第二には、実物が有する迫力を挙げておきたい。特に HARS 博物館の B747-400 は、英国・豪州
のノンストップ飛行記録を樹立しまたカンタス航空でのフラッグシップとしての実績を有する実物














図 6　ボーイング 747-400 型機　ギャレー
出典：筆者撮影






2 　出典：JTB 総合研究所『JTB REPORT 2018』、30 ページ、（2018）
3 　出典：トリップアドバイザー「旅好きが選ぶ！無料観光スポットランキング 2018」
4 　 また JAL では羽田空港の同社事務所内に安全啓発センターを設置し、社員や一般に対し公開している。同施
設は JAL グループの研修施設として位置づけられており、航空安全にかかわる啓蒙に特化し、12 歳未満の子





8 　Mitsubishi Regional Jet
9 　出典：Daily Mail Online
10　Q. A. N. T. A. S.、現 Qantas Airways、カンタス航空
11　後のブリティッシュ・エアウェイズ
12　 豪州民間航空の歴史ならびに大型機の実機展示についてはクイーンズランド州ロングリーチに所在する









18　 成田の航空科学博物館に展示されている YS-11 は全長約 26 メートル。中部国際空港（セントレア）の Flight 
of Dreams に所蔵されているボーイング 787 でも約 57 メートルである。
［参考文献］
Daily Mail Online, Qantas' first flights to London with the ‘Kangaroo Route' in the 1930s, 03 June 2016
Historical Aircraft Restoration Society Inc. ABN 13 294 026 244 （HARS）, CONSTITUTION （https://hars.org.
au/wp-content/uploads/2017/06/HARS-Constitution.pdf） 2018 年 11 月 1 日参照
John Gunn, The Defeat of Distance QANTAS 1919-1939, University of Queensland Press, （1985）
Malcolm Knox, I Still Call Australia Home: The Qantas Story 1920-2005, Focus Publishing, （2005）
G. Thomas and C. F. Smith, QANTAS FLIGHTPATH－A tale about an airline and an industry, Aerospace 
Technical Publications International, （2004）
あいち航空ミュージアムホームページ（https://aichi-mof.com/）2018 年 11 月 1 日参照
航空科学博物館ホームページ（http://www.aeromuseum.or.jp/summary.htm）2018 年 11 月 1 日参照　
JTB 総合研究所『JTB　REPORT 日本人海外旅行のすべて』（各号）
JTB 総 合 研 究 所、 観 光 用 語 集： 産 業 観 光、（https://www.tourism.jp/tourism-database/glossary/industrial-
tourism/）2018 年 11 月 1 日参照
観光学研究　第 18 号　2019 年 3 月136
中部国際空港株式会社　Flight of Dreams ホームページ、（https://flightofdreams.jp/）2018 年 11 月 1 日参照
トリップアドバイザー「旅好きが選ぶ！無料観光スポットランキング 2018」
成田空港株式会社『成田空港　～その役割と現状～　2017 年度』、第 5 章　成田空港問題の推移、（2017）
日本航空史編纂委員会『日本航空史　昭和戦後編』、財団法人日本航空協会、（1992）
三菱重工 MRJ ミュージアムホームページ（https://www.mhi.com/jp/expertise/museum/mrj/index.html）2018
年 11 月 1 日参照。
［聞き取り］
Heritage Aircraft Restoration Society（HARS）, Mr. Ian Nicholls
Qantas Heritage Collection, Mr. Des Sullivan
